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株式会社 ティー・ワイ・オー
2011年７月期第２四半期決算のご説明

株式会社ティー・ワイ・オー（4358）
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はじめに：増資について

第三者割当増資の概要

●割当先

●払込日

●増加資本準備金

●増加資本金

●払込金額

●募集株式の種類及び数

インテグラル1号投資事業有限責任組合

2010年12月30日（木）

650,009,500円

650,009,500円

1,300,019,000円

（１株につき49円）

普通株式26,531,000株

（増資後の所有割合 44.4％）
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はじめに：インテグラルのご紹介

インテグラル株式会社

代表取締役 佐山 展生
同 山本 礼二郎

2007年９月

国内大手生命保険、銀行等

㈱ヨウジヤマモト
（婦人服・紳士服等の企画・販売）

㈱シカタ
（バッグの企画・製造・販売）

㈱ビー・ピー・エス
（封入封緘機の製造・販売）

鈴木 愛作

辺見 芳弘

後藤 英恒

1994年４月 Ｊ．Ｐ．モルガン 入社
2001年３月 ユニゾン・キャピタル 入社
2004年６月 東ハト監査役
2005年６月 コスモスイニシア監査役
2007年９月 インテグラル取締役

1980年４月 三井物産 入社
1990年８月 ボストンコンサルティンググループ入社
1998年４月 同社パートナー
2001年４月 アディダスジャパン副社長
2004年６月 東ハト代表取締役社長
2007年９月 インテグラル取締役
2009年12月 ヨウジヤマモト取締役会長

1994年４月 Ｐ＆Ｇ入社
2001年４月 ボストンコンサルティンググループ入社
2005年６月 東ハト取締役副社長兼ＣＯＯ
2007年９月 インテグラル ディレクター

名称

代表者

創業

運用資金

投資実績

インテグラルのご紹介インテグラルのご紹介
インテグラルより、

3名の社外取締役が就任。

インテグラルより、
3名の社外取締役が就任。
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はじめに：増資後の自己資本比率と純資産

純資産が4.0倍に、自己資本比率は4.7倍に、大幅改善。

純資産（単位：百万円） 自己資本比率

531

2,104

2011.2Q

（増資後）

3.0％

14.0％

純資産 自己資本比率

2011.1Q

(増資前)

2010.4Q2010.3Q2010.2Q2010.1Q

447

2.2％

485

2.0％
884

△1.6％

1,165

△0.1％
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ご説明内容

1．2011年７月期第２四半期決算ハイライト

2．経営施策の進捗状況

3．通期業績予想について
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1.2011年７月期第２四半期決算ハイライト
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1.1. 2011年７月期第２四半期連結決算ハイライト

子会社の連結除外の影響により売上高は前期比で減少も、

コスト削減・本業回帰並びに業務効率化により、

利益は前期比・予想比ともに大幅改善。

子会社の連結除外の影響により売上高は前期比で減少も、

コスト削減・本業回帰並びに業務効率化により、

利益は前期比・予想比ともに大幅改善。

【売上高】 【営業利益】 【経常利益】 【純利益又は損失】（単位：百万円）

連結除外により、
前期比21億減少。

連結除外により、
前期比21億減少。

17
4.4

％

28
2.3

％

2010.
2Ｑ

（予想）2010年2Q 2011年2Q

(予想) (予想)
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10,500

397
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171
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100
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連結子会社の譲渡により、売上高は減少。連結子会社の譲渡により、売上高は減少。

1.2.連結損益計算書サマリー

△75.9△1980.663-261法人税等合計

構成比金額構成比金額

増減率

(%)

△576

538

112

171

323

98

397

2,743

3,140

13,580

2010年7月期２Ｑ

-

4.0

0.8

1.3

2.4

0.7

2.9

20.2

23.1

100.0

△80.5△4330.9105特別損失

-9723.5396四半期損益

△10.2△332.5290営業外費用

182.53124.2483経常利益

△55

△16

295

△813

△517

△2,147

増減額

△49.1

△16.3

74.3

△29.6

△16.5

△15.8

0.782営業外収益

6.1692営業利益

0.5

16.9

22.9

100.0

57

1,930

2,623

11,433

2011年7月期２Ｑ

特別利益

販売管理費

売上総利益

売上高

（単位：百万円）

業務効率化及び

全社的なコスト削減施策により、
販売費及び一般管理費が

813百万円減少。

⇒営業利益率が

前期比 +3.2ポイントと大幅改善。

業務効率化及び

全社的なコスト削減施策により、
販売費及び一般管理費が

813百万円減少。

⇒営業利益率が

前期比 +3.2ポイントと大幅改善。

グループ統合により、

法人税等を適正化。

グループ統合により、

法人税等を適正化。

前期利益を圧迫していた特別損失要因

がなくなり、利益の大幅改善に寄与。

前期利益を圧迫していた特別損失要因

がなくなり、利益の大幅改善に寄与。
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1.3.1. 連結貸借対照表①

53014,48013,950 資産合計

△9893902 その他

△14705719 長期貸付金

△5447101 出資金

△771,6461,723 投資その他の資産

1114113 その他

△1169311,047 のれん

△1141,0461,160 無形固定資産

△372,0542,091 有形固定資産

△2304,7464,976 固定資産

△283531814 その他

2481,5471,299 仕掛、商品、製品等

△1763,8594,035 受取手形及び売掛金

9693,7942,825 現金及び預金

7599,7338,974 流動資産

資
産
の
部

増減2011年７月期２Ｑ2010年７月期

前期にて、のれんと出資金の償却
を行った為減少

⇒利益改善に寄与。

前期にて、のれんと出資金の償却
を行った為減少

⇒利益改善に寄与。

（単位：百万円）

増資並びに
ＴＶ－ＣＭ事業の好調とコスト削減

により、充分な運転資金を確保。

増資並びに
ＴＶ－ＣＭ事業の好調とコスト削減

により、充分な運転資金を確保。

ＴＶ－ＣＭ事業の好調により増加。ＴＶ－ＣＭ事業の好調により増加。

連結除外会社の影響により減少。連結除外会社の影響により減少。
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53014,48013,950 負債純資産合計

1,6572,104447 純資産合計

△2973102 少数株主持分

△29332 新株予約権

20△49△69評価・換算差額等合計

000 自己株式

396△1,026△1,422利益剰余金

6501,353703 資本剰余金

6501,7511,101 資本金

1,6962,077381 株主資本

純
資
産
の
部

△1,12712,37513,502 負債合計

12262250 その他

△48252300 役員退職慰労引当金

△1,2866,9638,249 長期借入金

△1,3227,4788,800 固定負債

△7507971,547 その他

207354147 前受金

3991,114715 短期借入金

3392,6302,291 買掛金

1954,8974,702 流動負債

負
債
の
部

増減2011年７月期2Ｑ2010年７月期（単位：百万円）

有利子負債総額を大幅圧縮。

【有利子負債総額】

2010年７月期 89億円

2011年７月期２Ｑ 80億円

有利子負債総額を大幅圧縮。

【有利子負債総額】

2010年７月期 89億円

2011年７月期２Ｑ 80億円

1.3.2. 連結貸借対照表②

増資と純利益の計上により、

純資産の大幅改善。

【１株当り純資産】

2010年７月期 9.40円

2011年７月期２Ｑ 33.94円

【自己資本比率】

2010年７月期 2.2％

2011年７月期２Ｑ 14.0％

増資と純利益の計上により、

純資産の大幅改善。

【１株当り純資産】

2010年７月期 9.40円

2011年７月期２Ｑ 33.94円

【自己資本比率】

2010年７月期 2.2％

2011年７月期２Ｑ 14.0％

四半期純利益396百万円の計上により、
利益剰余金のマイナスを削減。

四半期純利益396百万円の計上により、
利益剰余金のマイナスを削減。
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1.4. 連結キャッシュ・フロー計算書

206△429前受金の増減額(△は減少)

1,189-株式発行による収入

-△348関係会社整理損失引当金（△は減少）

△35

793

758

97

251

△130

218

582

△286

△162

18

△424

874

△255

△430

2010年7月期2Ｑ

△45

△887

256

129

1

△145

△15

82

△464

253

△248

178

287

436

730

2011年7月期2Ｑ

売上債権増減 (△は増加)

減価償却費（著作権・のれん・出資金含）

税金等調整前四半期純利益

棚卸資産増減 (△は増加)

仕入債務増減 (△は減少)

有形・無形固定資産の取得による支出

投資有価証券の売却による収入

法人税等の支払額

その他

その他

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金/社債増減

その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

前期にて、連結除外した子会
社の影響で出資金の償却負担
が減少。

⇒収益力の強化に寄与。

前期にて、連結除外した子会
社の影響で出資金の償却負担
が減少。

⇒収益力の強化に寄与。

オフィス統合のための移転に伴
う固定資産の取得があるも、

差入保証金の回収により、

投資キャッシュを抑制。

オフィス統合のための移転に伴
う固定資産の取得があるも、

差入保証金の回収により、

投資キャッシュを抑制。

有利子負債の返済に伴う
支出。

有利子負債の返済に伴う
支出。

（単位：百万円）

ＴＶ－ＣＭ事業の好調により、
営業キャッシュの大幅増加。

ＴＶ－ＣＭ事業の好調により、
営業キャッシュの大幅増加。

第三者割当増資の実施
により獲得。

第三者割当増資の実施
により獲得。
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2. 経営施策の進捗状況
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負債の圧縮負債の圧縮4

グループ統合グループ統合1

選択と集中選択と集中3

コスト削減コスト削減2

2.1. 5つの経営施策

増資増資5
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　その他 　のれん 　地代・家賃等

　人件費等 　役員報酬 販売管理費比率

効率化や管理費・固定費の圧縮により、8.1億円の削減を実現。効率化や管理費・固定費の圧縮により、8.1億円の削減を実現。

【販売管理費の推移】

2.2.1. ①グループ統合/②コスト削減（販売管理費）

2011.2Q2010.2Q2009.2Q

781

731 165

147

1,343

689

692 148

122

1,092

（単位：百万円）

20.2％ 20.2％

16.9％

419

483 82

116

830

3,167 2,743

1,930
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2.3.1. ③選択と集中

不採算部門であったエンタテインメント部門からの撤退により、

本業である広告事業に集中。

不採算部門であったエンタテインメント部門からの撤退により、

本業である広告事業に集中。

広告部門 エンタテインメント部門

2009年７月期 2011年７月期２Ｑ

30.0％

70.0％ 96.7％

3.3％

【総売上高に占めるエンタテインメント部門売上高の推移】
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2.3.2. ③選択と集中

のれん償却と、新規投資の手控えにより、

のれん負担が大幅に減少⇒収益力の強化に寄与。

のれん償却と、新規投資の手控えにより、

のれん負担が大幅に減少⇒収益力の強化に寄与。

【のれん残高の推移】

2008.
2Q

（単位：百万円）

1,496 1,449

1,169

725

571

のれん償却を実施。のれん償却を実施。

931

2009.
2Q

2010.
2Q

2011.
2Q

2012.
2Q

(見込み)

2013.
2Q

(見込み)

のれん償却額が減少。

⇒収益力強化。

のれん償却額が減少。

⇒収益力強化。

【のれん償却額の推移】

（単位：百万円）

2008.
2Q

2009.
2Q

2010.
2Q

2011.
2Q

2012.
2Q

(見込み)

2013.
2Q

(見込み)

171

147

122
116

91

73
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2,000
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8,000
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長期借入 短期借入 ネット有利子負債

安定的な資金調達のため、短期借入金から長期借入金へシフトするとともに、

有利子負債を大幅削減。

安定的な資金調達のため、短期借入金から長期借入金へシフトするとともに、

有利子負債を大幅削減。

2.4.1. ④負債の圧縮

子会社の譲渡や増資により、
現預金が増加。
⇒ネット有利子負債の大幅削減。

子会社の譲渡や増資により、
現預金が増加。
⇒ネット有利子負債の大幅削減。

14,300

11,71611,587 11,706
10,982 10,189 10,171 9,898

10,491
10,047

12,312 12,497

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 4Q
(見込み)

2009年7月期 2010年7月期 2011年7月期

10,144

5,036

7,755

6,139
5,808

4,283

8,7448,964
8,077

（単位：百万円）



highly confidential ⓒTYO 18

0

400

800

1200

1600

2000

2400

-4.0%

0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

16.0%

はじめに：増資後の自己資本比率と純資産

純資産が4.0倍に、自己資本比率は4.7倍に、大幅改善。

純資産（単位：百万円） 自己資本比率

531

2,104

2011.2Q

（増資後）

3.0％

14.0％

純資産 自己資本比率

2011.1Q

(増資前)

2010.4Q2010.3Q2010.2Q2010.1Q

447

2.2％

485

2.0％
884

△1.6％

1,165

△0.1％

再掲
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3．通期業績予想について
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3.1. 通期業績予想について

-

107.8%

107.9%

86.8%

昨対比

1.5%3503.5％396当期純利益

2.7%6304.2％483経常利益

4.3%1,0006.1％692営業利益

100.0%23,000100.0％11,433売上高

構成比金額（百万円）

2011年7月期２Ｑ実績

構成比金額（百万円）

2011年7月期通期予想

•通期業績予想については、現在業績動向含め精査中である。
•通期業績予想数値が確定次第、速やかに発表する。

【当社の通期業績予想に対する考え方】

何かご不明な点等ございましたら、下記までご連絡下さい。

ＴＹＯ経営企画部 （03-5434-1586）


